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日本社会福祉学会 中国・四国地域ブロック
 第 53 回 岡山大会 

大会テーマ  家族の変容とソーシャルワーク 

   

日時：2022 年 7 月 9日（土）9：40～16：00（受付 9：00～） 

               

会場：ノートルダム清心女子大学 

主催：日本社会福祉学会 中国・四国地域ブロック 
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日本社会福祉学会中国・四国地域ブロック 第 53 回 岡山大会 開催要綱 

１．テーマ：家族の変容とソーシャルワーク 

 

２．開催趣旨  

ソーシャルワーク実践において、「家族」は着目すべき大切な存在であった。しかし、現代社会

において家族の姿は大きく変容している。少子高齢化、未婚化や単身世帯の増加などによって、

家族の姿は多様化し、家族内での関係性も従来の常識では捉えられなくなっている。ソーシャル

ワーク実践においてこれからはどう家族と向き合うべきなのであろうか。 

こうしたなかで、とりわけ厳しい状況にあるのは、ヤングケアラーと呼ばれている人たちの存

在である。家族のケアを担っている子ども・若者が少なからず存在していることが明らかになっ

てきた。これまで、家族によるケアといえば成人が担っていることが自明であるかのように思い

込んで議論されてきた。実は、10 代、あるいは 10 歳未満でさえ、ケアを行っている人がおり、し

かもその生活はケア一色になって学習などの本来なすべきことができず、将来の夢を描くことも

できない。この過酷な事実を見落としてきたことについて、社会福祉研究に携わる我々は猛省す

べきであるとともに、ソーシャルワークにおける家族の理解について事実を踏まえて考え直す状

況にあるといえるであろう。 

本ブロック大会では、ソーシャルワーク実践においてこれから「家族」にどう向き合うべきな

のかを考え、特に喫緊の課題としてのヤングケアラーについて考えていきたい。 

 

３．主催：日本社会福祉学会 中国・四国地域ブロック  

 

４．後援：岡山県、岡山市、岡山県社会福祉協議会、岡山県社会福祉士会、岡山県精神保健福祉

士協会、岡山県医療ソーシャルワーカー協会、ノートルダム清心女子大学（すべて予定）  

５．日時：2022 年 7 月 9 日（土）9:40～16:00  

６．会場：ノートルダム清心女子大学（岡山市北区伊福町 2－16－9）            

ヨゼフホール 2階 2200JB 教室ほか 

７．スケジュール  

     9:00～9:40 受付 2200JB 教室 

   9:40～9:50 開会式 2200JB 教室 

         挨拶： 中国・四国地域ブロック 第 53 回 岡山大会実行委員長 杉山 博昭 

             中国・四国地域ブロック 担当理事 山本 浩史     

   10:00～11:40 自由研究発表 

   11:40～12:30 休憩  

           中国・四国地域ブロック総会(会員のみ) 2201JB 教室 

12:30～13:30 基調講演 2200JB 教室 

     「家族の変容とソーシャルワーク 

～市井の人々とともにあり続ける創造的な研究と実践を考える～」     

講師 空閑 浩人（同志社大学） 
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    13:30～13:45 休憩  

    13:45～15:45   シンポジウム 2200JB 教室 

   「ヤングケアラーの支援と課題」  

    シンポジスト  

      長廻 芳行 （島根県東部スクールソーシャルワーカー スーパーバイザー  

社会福祉士）  

      吉田 啓  （前総社市保健福祉部長）  

      増田 美佳 （岡山きょうだい会・リアルボイス実行委員会代表）  

        

    コーディネーター 

      杉山 博昭（ノートルダム清心女子大学）  

     

    15:45～16:00  閉会式 

      挨拶：中国・四国地域ブロック 第 54 回 担当校 島根大学  

 

対面での実施をご案内しておりますが、新型コロナウィルスの感染状況によっては、オンライン

に変更することがあります。その際は、1ヶ月前を目処に一斉メールでお知らせいたします。 

 

８．参加申し込み  

   2022 年 6月 20 日（月）までに、①②のいずれかの方法にてお申し込みください。 

①申し込みフォーム 

    https://forms.office.com/r/AY2zvCQy0n 

 

  ②別添えの「大会参加及び発表申込書」に必要事項をご記入のうえ、 

    Ｅ-mail（jssw.cs.2022@gmail.com）添付 

 

９．参加費  

    会員： 1,000 円   非会員：1,500 円 

    院生・学生：無料（学生証をお示しください） 

  ※当日、会場受付でお支払いください。なおオンラインになった場合は無料といたします。 

 

１０．手話通訳 

手話通訳を用意いたします。事前の申し込みは不要です。 

１１．「自由研究発表」の募集                             

「自由研究発表」の登録及び発表要旨の提出は 2022 年 5月 31 日( 火 )までです。 詳しくは 4

ページ以降をご参照ください。  

 

mailto:jssw.cs.2022@gmail.com
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１２．「福祉人材確保」をテーマとした報告について 

 「自由研究発表」のうち、「福祉人材確保」に関する報告が複数あった場合、「福祉人材確保特

別分科会」として設定することがあります。 

 

各種申し込み先・問い合わせ先及び締め切り  

◎自由研究発表・特別分科会報告登録・要旨締め切り  2022 年 5 月 31 日（火）       

◎大会参加申し込み締め切り             2022 年 6 月 20 日（月）  

お問い合わせ先：jssw.cs.2022@gmail.com  TEL：086-252-2169        

（ノートルダム清心女子大学人間生活学科 杉山博昭 ） 

 

〈自由研究発表・特別分科会報告 応募要領> 

以下の要領で「自由研究発表・特別分科会報告（以下、自由研究発表等）」の発表者を募集しま

す。   

1.発表資格:   

日本社会福祉学会会員及び申請中の者であることが条件です。筆頭発表者(ファースト・オーサ

ー) は、中国・四国地域ブロックの会員のみです。なお、共同発表者については、他ブロックに

所属する者でも可能です。  

2.発表件数:   

筆頭発表者(ファースト・オーサー)は 1 演題に限ります。したがって、演題の申し込みは必ず

筆頭発表者が行ってください。 演題の申込者と筆頭発表者が異なる場合は受理できません。なお、

筆頭発表者は 発表とは別に、他の研究発表等で共同研究者として名前を連ねることは可能です。  

同一テーマによる発表は「その(1)」「その(2)」までとします。但し、ルールは 1 テーマ 1 発表な

ので、「その(1)」「その(2)」が認められるのは、内容が別の研究と認められる場合になります。   

3.演題採択:   

演題の採択については、査読を経て決定し、お知らせします。また、査読の結果、原稿の修正

等を求めることがあります。修正を求められた場合には、修正コメントに基づいて指定した期日

までに再提出をしてください。再提出がされない場合には、発表を受け付けられません。採否に

ついては、自由研究発表申し込みに使用した E-mail もしくは住所に通知します。   

4.発表の会場等の決定:   

大会実行委員会が、発表会場等を決定いたします。詳細は、演題採択の情報と共に発表者に E-

mail もしくは住所に通知します。   

5.申込方法:  

「自由研究発表等」を希望される方は、参加申込書にその旨を記載の上、締切期日までに要旨

のフォーマット（別紙）に従った原稿データ(word 形式に限る)を添えて、E-mail で大会事務局

までお送りください。E-mail アドレスは、jssw.cs.2022@gmail.comです。   

mailto:jssw.cs.2022@gmail.com
mailto:jssw.cs.2022@gmail.com
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6.発表時間:  

1 発表につき 25 分(発表 15 分、質疑 10 分)   

7.発表方法:  

オンライン発表（zoom）となった場合は、パワーポイントなどの発表資料については、画面共

有機能を使っての報告となります。  

8.配布資料及びパワーポイントの映像について:   

配布資料及びパワーポイントの映像の作成については、日本社会福祉学会の「研究倫理指針」

を十分確認してください。なお、オンライン発表になった場合は、当日に資料を配布することは

出来ません。 

 

9.発表が成立する条件について:   

「自由研究発表等」は、原則、本人が発表した上で、分科会の開始から終了まで筆頭発表者が

参加することで「発表成立」とします。途中退席した場合には「発表不成立」となるのでご注意

ください。   

10.発表要旨集掲載原稿の様式と研究倫理について： 

発表要旨集掲載原稿については、以下の要領で作成してください。なお、原稿統一のため、レ

イアウトの一部を事務局で訂正を加える場合があります。   

■原稿の様式(フォーマット例は 別紙参照)  

①枚数：1 発表につき A4 縦 2 枚(横書き)   

②余白：上下左右 25 mm  

③文字数：1 ページ 40 字×40 字  

④フォント：主題:12 ポイント MS ゴシック・中央揃   

      副題:10.5 ポイント MS ゴシック・中央揃  

      所属:9 ポイント MS 明朝、氏名:10 ポイント MS 明朝   

      会員番号:9 ポイント MS 明朝  

      キーワード:9 ポイント MS 明朝(3 つ)   

      見出しおよび本文:10.5 ポイント MS 明朝(だ・である調で記入)   

⑤記述内容：1．研究目的   

      2．研究の視点及び方法   

      3．倫理的配慮   

      4．研究結果   

      5．考察   

※ 原稿の様式が指定と違う場合、研究倫理の点から発表にそぐわないと実行委員会が判断した場

合は受理しません。要旨作成の際には、日本社会福祉学会「研究倫理指針」を十分確認してく

ださい。   
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（＊1行空白）  

主題: 12pt ゴシック・中央揃  

－副題: 10.5pt ゴシック・中央揃－  

○ 9pt 明朝大学  氏名 10.5pt 明朝（会員番号 9pt）  

中国 太郎（□□大学・会員番号）、四国 花子（△△大学・会員番

号）キーワード 3つ：9pt 明朝・中央揃  

１．研究目的 

２．研究の視点及び方法  

３．倫理的配慮 

４．研究結果 

５．考 察  
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日本社会福祉学会 中国・四国地域ブロック 第 53 回 岡山大会 

参加及び発表申込書 

 

氏 名 

フリガナ 所属 

 

会員番号 

連絡先 

住所 〒 

 

TEL： FAX： 

E-mail： 

１．参加区分（○で囲んでください） 
 

会員  ・  非会員  ・  学生（院生含む） 
 

２．自由研究発表について（○で囲んでください） 

               発表する ・ 発表しない 

【テーマ】 

【発表使用機器】PC：Windows のみ （○で囲んでください） 
 

使用する ・ 使用しない 
 

 

 

【通信欄】＊大会について質問・ご意見があればご記入ください。 

 

 

◎ 自由研究発表登録・要旨締め切り  2022年 5月 31日（火） 

◎ 大会参加申し込み締め切り     2022年 6月 20日（月） 

 

申込先：Ｅ-mail（jssw.cs.2022@gmail.com）添付 

 

 

mailto:jssw.cs.2022@gmail.com
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■会場へのアクセス 

 

 

 

 

 

 

■キャンパスマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●東門及び正門から構内にお入りください。 

●案内表示に従ってお進みください。 

●会場はヨゼフホールB棟の２階です。 

●ＪＲ／岡山駅（西口）から 

 徒歩約１０分 

●バス／岡電バス又は中鉄バス 

 「済生会病院前」下車 

●車／大学構内に駐車場はありません｡ 

 周辺のパーキングをご利用くだい。 

2200JB 教室 

基調講演 

シンポジウム 

2201JB 教室 

2202JB 教室 

2203JB 教室 

自由研究発表 

受付 
会場入口 


